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投票は 18 歳から
平成 27 年 6 月 19 日、選挙権年齢を「18 歳以上」とする改正公職選挙法が公布されました。
この法律は、平成 28 年 6 月 19 日施行後に公示（告示）される選挙から適用され、10 代の
約 240 万人が新たに有権者となります。

出典：明るい選挙推進協会
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低
い
若
者
の
投
票
率

　

近
年
、
20
歳
代
か
ら
30
歳
代
の
投
票
率
の

低
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
26
年
12

月
に
行
わ
れ
た
第
47
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

で
は
、
20
歳
代
が
32
・
58
％
、
30
歳
代
が

42
・
09
％
と
、
最
も
投
票
率
の
高
い
60
歳
代

（
68
・
28
％
）
な
ど
他
の
年
代
と
比
べ
て
低

い
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

投
票
率
で
見
る
と
、
若
年
層
と
そ
の
他
の

世
代
の
格
差
は
大
き
く
広
が
っ
て
い
ま
す
。

若
者
の
投
票
率
が
低
く
な
る
と
、
若
者
の
声

は
政
治
に
届
き
に
く
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
の
結
果
、
若
者
に
向
け
た
政
策
が
実

現
し
に
く
く
な
っ
た
り
、
実
現
す
る
の
に
時

間
を
要
し
た
り
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

若
者
が
投
票
を
棄
権
し
た
理
由
に
は
「
選

挙
に
あ
ま
り
関
心
が
な
か
っ
た
か
ら
」「
仕

事
が
あ
っ
た
か
ら
」「
適
当
な
候
補
者
も
政

党
も
な
か
っ
た
か
ら
」
と
い
っ
た
も
の
が
あ

り
ま
す
。
※
平
成
25
年
に
公
益
財
団
法
人
明

る
い
選
挙
推
進
協
会
が
実
施
し
た
意
識
調
査

　

こ
れ
は
、
投
票
環
境
に
よ
る
も
の
が
大
き

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
政
治
に
お
け

る
世
代
間
格
差
を
生
じ
さ
せ
な
い
た
め
に

も
、主
権
者
教
育
等
を
積
極
的
に
行
う
な
ど
、

若
年
層
の
選
挙
へ
の
参
加
を
促
す
よ
う
な
環

境
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

選
挙
権
が
18
歳
以
上
に
引
き
下
げ

　

そ
の
よ
う
な
中
、
平
成
27
年
6
月
17
日
、

選
挙
権
年
齢
を
「
18
歳
以
上
」
と
す
る
改

正
公
職
選
挙
法
が
可
決
、
19
日
に
公
布
さ

れ
ま
し
た
。
選
挙
権
年
齢
の
引
き
下
げ
は
、

１
９
４
５
年
の
終
戦
直
後
に
「
25
歳
以
上
」

か
ら
「
20
歳
以
上
」
と
な
っ
て
以
来
、
70
年

ぶ
り
で
す
。

　

同
法
は
、
平
成
28
年
6
月
19
日
施
行
後
に

公
示
（
告
示
）
さ
れ
る
衆
議
院
選
挙
と
参
議

院
選
挙
の
ほ
か
、
地
方
自
治
体
の
首
長
や
議

員
の
選
挙
な
ど
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
新
た
に

加
わ
る
18
、
19
歳
の
有
権
者
は
約
２
４
０
万

人
。
全
有
権
者
に
占
め
る
割
合
は
、
2
・

27
％
で
す
。

　

選
挙
権
年
齢
を
引
き
下
げ
て
早
期
に
投
票

の
機
会
が
得
ら
れ
る
こ
と
は
、
若
年
層
に
対

す
る
政
治
教
育
と
し
て
の
意
味
を
持
つ
だ
け

で
な
く
、
少
子
高
齢
化
が
進
行
し
有
権
者
に

占
め
る
高
齢
者
の
割
合
が
増
加
す
る
中
、
若

年
層
の
政
治
的
影
響
力
が
少
し
で
も
高
ま
る

の
で
は
な
い
か
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
切
な
一
票
を
自
分
の
意
思
で

　

有
権
者
に
な
る
こ
と
は
、
選
挙
を
通
じ
て

政
治
に
参
加
す
る
権
利
を
得
る
こ
と
で
す
。

自
分
の
意
見
が
と
お
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら

と
、
政
治
に
参
加
す
る
こ
と
を
や
め
て
し
ま

う
と
、
一
部
の
人
の
考
え
だ
け
に
基
づ
い
て

政
治
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。
投
票
に
行
く
こ
と
で
政
治
に
参
加
し
、

少
し
で
も
自
分
の
意
見
を
届
け
る
こ
と
が
、

よ
り
よ
い
社
会
を
つ
く
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。
自
分
で
情
報
収
集
を
行
い
、
自
分
で

考
え
、
自
分
で
投
票
す
る
主
権
者
を
決
め
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

選
挙
の
意
義
、
投
票
を
す
る
こ
と
の
大
事

さ
に
つ
い
て
、
今
一
度
、
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

●衆議院総選挙における年代別投票率（全国）の推移
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出典：明るい選挙推進協会

※年代別投票率
は、 全 国 か ら 標
準的な投票率を
示している投票
区 を 抽 出 し、 調
査したものです。
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10
月
19
日
と
22
日
、
宮
崎
県
立
飯
野
高
校

で
選
挙
に
つ
い
て
学
ぶ
「
主
権
者
教
育
高
校

講
座
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
模
擬

投
票
等
を
通
し
て
よ
り
よ
い
社
会
を
構
築
す

る
と
い
う
選
挙
の
意
義
を
、
新
有
権
者
、
明

日
の
有
権
者
で
あ
る
高
校
生
に
自
ら
考
え
て

も
ら
い
、
実
際
の
投
票
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
を
目
的
に
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
、
明
る

い
選
挙
え
び
の
市
推
進
協
議
会
、
飯
野
高
校

の
共
催
で
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

実
際
に
近
い
か
た
ち
で
模
擬
投
票

　

19
日
に
は
、
高
校
生
が
初
め
て
の
選
挙
で

戸
惑
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
と
、
架
空
の
立

候
補
者
に
よ
る「
未
来
の
宮
崎
県
知
事
選
挙
」

と
題
し
て
模
擬
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

で
き
る
だ
け
実
際
の
選
挙
に
近
づ
け
よ
う

と
、
事
前
に
全
校
生
徒
へ
選
挙
公
報
と
投
票

所
入
場
券
を
配
布
。
投
票
会
場
と
な
っ
た
場

所
に
は
、
投
票
用
紙
の
自
動
交
付
機
や
記
載

台
、
投
票
箱
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

飯
野
高
校
で
は
、
候
補
者
が
ど
ん
な
政
策

に
力
を
入
れ
て
い
る
な
ど
を
考
え
て
も
ら
う

た
め
、
選
挙
公
報
を
基
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

を
行
う
な
ど
、生
徒
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

生
徒
は
、
選
挙
公
報
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

で
出
た
意
見
な
ど
を
基
に
、
投
票
す
る
候
補

よ
り
よ
い
有
権
者
と
な
る
た
め
に
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者
を
自
分
で
決
め
、
投
票
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
選
挙
の
流
れ
を
理
解
し
て
も
ら
う
た

め
、
生
徒
自
ら
が
選
挙
管
理
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、
投
票
受
付
か
ら
開
票
作
業
ま
で
を
行

い
ま
し
た
。　

選
挙
の
重
要
性
を
学
ぶ

　

22
日
に
は
、
高
校
生
に
選
挙
の
重
要
性
を

理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
講
演
で
は
、
選
挙
の
歴
史
や
投
票

を
行
う
際
の
注
意
点
を
な
ど
を
説
明
し
た
ほ

か
、
模
擬
投
票
の
開
票
結
果
（
投
票
率
約

75
％
）
な
ど
を
示
す
こ
と
で
、
自
分
が
持
つ

1
票
が
ど
れ
だ
け
重
要
な
も
の
で
あ
る
か
の

理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
を
務
め
た
薬
師
寺

夏
輝
君
（
3
年
生
）
は
、「
今
回
の
講
座
で
は
、

模
擬
投
票
だ
け
で
な
く
選
挙
管
理
委
員
会
委

員
を
務
め
る
こ
と
が
で
き
、
貴
重
な
体
験
が

で
き
ま
し
た
。
自
分
た
ち
の
住
む
ま
ち
の
た

め
に
も
、
し
っ
か
り
考
え
て
投
票
を
し
て
い

き
た
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

講
座
終
了
後
に
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る

意
識
調
査
も
行
わ
れ
ま
し
た
。「
選
挙
権
を

持
っ
た
ら
投
票
に
行
き
ま
す
か
」
と
い
う
問

い
に
対
し
て
、２
７
３
人
（
未
回
答
者
含
む
）

中
１
７
５
人
が
「
も
と
も
と
行
こ
う
と
思
っ

て
い
た
の
で
行
く
つ
も
り
」「
今
回
の
講
座

を
受
け
て
行
こ
う
と
思
っ
た
」
と
答
え
ま
し

た
。
市
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
な
ど

を
も
と
に
、
今
後
も
主
権
者
教
育
を
行
っ
て

い
く
予
定
で
す
。

問
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
35
‐
１
１
１
１（
内
線
４
２
２
）

集計作業を行う飯野高校選挙管理委員会委員（生徒）

開票作業を行う飯野高校選挙管理委員会委員（生徒）

受付で投票用紙を受け取る生徒

19 日に行われた模擬投票で投票用紙を投票箱に入れる生徒
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■お問い合わせ先：えびの市立病院
☎ 33 ‐ 1023

◎病院業務量
（平成 27 年４月１日～平成 27 年９月 30 日）
病床数・・・・・・・・・・・・・　50 床
入院患者数・・・・・・・・　延べ 6,187 人
外来患者数・・・・・・・　延べ 14,779 人
入院１日平均・・・・・・・・・・　33.8 人
外来１日平均・・・・・・・・・　120.2 人

区　　分 予　算　額
執　　行　　額 収入率

（％）上　半　期 累　　計

病院事業収益 777,699 419,735 419,735 54.0

医業収益 687,195 354,894 354,894 51.6

医業外収益 90,503 64,841 64,841 71.7

特別利益 1 0 0 0.0
収入の医業収益は、入院収益・外来収益など。医業外収益は、一般会計補助金など。

【事業収入に関する事項】 ［単位：千円］

区　　分 予　算　額
執　　行　　額 執行率

（％）上　半　期 累　　計

病院事業費用 952,900 376,375 376,375 39.5

医業費用 950,033 375,906 375,906 39.6

医業外費用 2,666 469 469 17.6

特別損失 1 0 0 0.0

予備費 200 0 0 0.0

【事業費用に関する事項】 ［単位：千円］

支出の医業費用は、給与費、材料代経費等。医業外費用は、企業債の償還利息など。

◎借入金残高                     2,446 万円

病

一

院

般

事

会

業

計
　
平
成
27
年
度
の
え
び
の
市
の
一
般
会
計
予
算
額
（
平
成
27
年
９
月
30
日
現
在
）
は
、
歳
入
・
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
１
１
9
億
３
４
３
８
万
4
千
円
で
、
こ
の
ほ
か
に
平
成
26
年
度
か
ら
の
予
算
の
繰
越
が
、

2
億
９
４
６
万
9
千
円
あ
り
、
合
計
で
１
２
１
億
４
３
８
５
万
3
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
合
計
額
に
対
し
て
、
平
成
27
年
９
月
30
日
現
在
の
収
入
済
額
は
、
55
億
７
９
７
万
6
千
円
で
、

収
入
済
率
45
・
4
％
、
支
出
済
額
は
45
億
５
０
３
４
万
6
千
円
で
支
出
済
率
37
・
5
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

区　　分 借入金残高 前年同期残高

一般会計 6,975,734 6,951,280

【市債の状況】 ［単位：千円］

歳出

1,997,578
558,953（28.0％）

4,188,677
1,733,800（41.4％）

1,154,949

878,221
384,742（43.8％）

772,115
356,531（46.2％）

５億 10 億 15 億

予算現額（千円）
支出済額（千円）

民生費

総務費

教育費

衛生費

農林水
産業費

その他

土木費

公債費

20 億

969,230
344,881（35.6％）

284,601（24.6％）

919,957
272,896（29.7％）

～

予
算
の
執
行
状
況
を

公
表
し
ま
す

1,263,126
613,942（48.6％）

※グラフは、それぞれ平成 26 年度からの繰越予算を含めた額です。
※歳出予算の「その他」は、議会費、労働費、商工費、消防費、災害復旧
　費などです。
※歳入予算の「その他」は、地方譲与税、分担金及び負担金、使用料及び
　手数料、財産収入、諸収入などです。

6広報
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◎水道業務量
（平成 27 年４月１日～平成 27 年９月 30 日）
給水戸数・・・・・・・・・・・　8,550 戸
給水人口・・・・・・・・・・・18,568 人
上半期給水量・・・・・・・・　952,931 ｍ3

１日平均給水量・・・・・・・・　5,207 ｍ3

１人１日平均給水量・・・・・・　280.4㍑
普及率・・・・・・・・・・・・・　92.8％

区　　分 予　算　額
執　　行　　額 収入率

（％）上　半　期 累　　計

水道事業収益 342,913 158,777 158,777 46.3

営業収益 329,977 158,232 158,232 48.0

営業外収益 12,935 527 527 4.1

特別利益 1 18 18 1800.0
収入の営業収益は、水道料金、手数料、水道加入金など。営業外収益は、預金利息、雑収益など

※収入済額を上回る支出部分は、一時運用金（会計間のやりくり）で対応しています。

【事業収入に関する事項】 ［単位：千円］

区　　分 予　算　額
執　　行　　額 執行率

（％）上　半　期 累　　計

水道事業費用 345,571 142,642 142,642 41.3

営業費用 321,916 131,017 131,017 40.7

営業外費用 23,154 11,625 11,625 50.2

特別損失 1 0 0 0.0

予備費 500 0 0 0.0

【事業費用に関する事項】 ［単位：千円］

支出の営業費用は、浄水費、配水費、減価償却費など。営業外費用は、企業債の償還利息など

◎借入金残高　　　11 億 8,938 万円

■お問い合わせ先：えびの市水道課経営管理係
☎ 35 ‐ 1111（内線 291）

水 道 事 業

会　　　計
歳　　入 歳　　出

予　算　額 収　入　済　額 予　算　額 支　出　済　額

国民健康保険特別会計 4,072,355 1,699,242 4,072,355 1,695,697

介護保険
特別会計

保険事業勘定 3,239,644 1,555,375 3,239,644 1,228,023

介護サービス事業勘定 22,340 10,403 22,340 7,570

後期高齢者医療特別会計 659,769 403,388 659,769 215,648

合　　　計 7,994,108 3,668,408 7,994,108 3,146,938

【特別会計の予算執行状況】 ［単位：千円］

■一般会計
福祉や教育、公園や道路建設など
の市の基本的な事業を行う会計で
す。市税や地方交付税などを主な
財源としています。
■特別会計
特定の収入を特定の支出に充てて
事業を行う会計です。市では、国
民健康保険、介護保険などがこれ
に該当します。

■地方交付税
地方公共団体が等しくその行うべ
き事務を遂行できるよう、一定の
基準により国から交付されるお金
です。
■国庫支出金
国から地方自治体に交付される補
助金や委託金などのことです。
■市債
市がさまざまな事業を行うとき、
長期にわたって借りるお金のこと
です。
■公債費
市債を償還するための経費のこと
です。
■お問い合わせ先
市財政課財政係
☎ 35 ‐ 1111（内線 381）

用 語 説 明

歳入

1,798,139
1,040,162（57.8％）

4,305,882
2,761,886（64.1％）

1,917,823

961,772

425,100

５億10 億15 億

予算現額（千円）
収入済額（千円）

地方
交付税

市税

国庫
支出金

県
支出金

繰越金

その他

市債

繰入金

20 億

883,268

826,344

～
1,025,525

568,989（55.5％）

0（0.0％）

0（0.0％）
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613,116（32.0％）

98,722（10.3％）

425,101（100.0％）
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●各部門受章者

　

11
月
3
日
、
え
び
の
市
文
化
セ
ン

タ
ー
で
「
平
成
27
年
度
え
び
の
市
市

民
表
彰
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
受
章
者
は
、
地
方
自
治

部
門
、産
業
経
済
部
門
、教
育
・
芸
術
・

体
育
・
文
化
部
門
、
公
共
福
祉
部
門

で
貢
献
さ
れ
て
き
た
5
人
で
す
。

　

表
彰
式
で
は
、
受
章
者
に
村
岡
市

長
か
ら
賞
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。
村
岡
市
長
は
、「
こ
れ
か

ら
も
、
え
び
の
市
発
展
の
た
め
に
、

ご
指
導
・
ご
助
言
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
」と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

受
章
者
を
代
表
し
て
、
安
藤
正
継

さ
ん
が
「
表
彰
を
機
に
、
よ
り
一
層

心
を
引
き
締
め
、
え
び
の
市
発
展
の

た
め
に
尽
力
し
て
い
き
ま
す
」
と
謝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

え
び
の
市
市
民
表
彰
制
度
は
、
昭

和
62
年
度
に
「
市
政
功
労
者
表
彰
」

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
の
市
民
表
彰
で
は
、

市
民
に
公
募
を
行
い
、
候
補
者
の
中

か
ら
表
彰
審
議
会
の
審
査
に
よ
り
、

受
章
者
を
決
定
し
ま
し
た
。

問
市
企
画
課
秘
書
係

☎
35
‐
1
1
1
1（
内
線
３
０
２
）

え
び
の
市
発
展
の
た
め
に
尽
力

市民表彰を受けられた皆さん

○地方自治部門

津曲 健一さん
［中島・76 歳］

【功績】昭和 56 年から 34
年間にわたり、交通安全指
導員として尽力。関係機関
との連携を図るとともに、
法令遵守や交通安全思想の
普及・高揚に努めるなど、
市民の日常生活における交
通安全の確保に大きく貢献
された。

○教育・芸術・体育・文化部門

安藤 正継さん
［加久藤麓・80 歳］

【功績】文化財保存調査委
員として、文化財の保存・
指定、歴史文化の情報発信
を行うなど、文化の振興に
尽 力。 ま た、 え び の 市 史
編
へんさん

纂委員としてえびの市史
上・下巻の編

へんさん

纂に携わるな
ど、歴史文化の継承、保護・
保存に大きく貢献された。

○産業経済部門

内山 俊一さん
［末永・73 歳］

【功績】27 年間にわたり、
えびの市農業協同組合の理
事を務め、農業の振興に尽
力された。また、自治会長
や農業委員を務めるなど、
えびの市の基幹産業である
農業の振興において、地域
のリーダーとして大きく貢
献された。

○産業経済部門

木野 次雄さん
［飯野麓・76 歳］

【功績】長年にわたり、農業
委員として農業の発展と農
業者の地位の向上に尽力。
また、会長を2期務め、地
域のよき相談役として農地
の流動化や担い手への農地
集積等に積極的に取り組む
など、農業の振興に大きく
貢献された。

○公共福祉部門

川野 貞夫さん
［下大河平・79 歳］

【 功 績 】 民 生 委 員 を 15 年
間務め、地域住民の相談へ
の対応や必要な救護活動を
行うなど、地域社会の福祉
の向上に尽力された。平成
22 年からは、社会福祉協
議会会長を務めるなど、公
共の福祉の増進に大きく貢
献された。
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CIVIC NEWS
市政ニュース

表彰状を受け取る本石さん

肉用種種牛第 2 類で優等賞 3 席に選ばれた坂元さん

　

10
月
中
旬
、
県
内
外
で
宮
崎

ハ
ー
ブ
牛
枝
肉
共
進
会
、
宮
崎
県

畜
産
共
進
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
家
畜
の
改
良
と
畜
産
経

営
の
発
展
を
目
的
に
毎
年
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

家
畜
の
品
質
を
競
い
合
う

第
28
回
宮
崎
ハ
ー
ブ
牛
枝
肉
・
第
59
回
宮
崎
県
畜
産
共
進
会

　

え
び
の
市
か
ら
は
、
宮
崎
ハ
ー

ブ
牛
枝
肉
共
進
会
に
10
人
、
宮
崎

県
畜
産
共
進
会
に
6
人
が
参
加
。

優
秀
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

●
宮
崎
ハ
ー
ブ
牛
枝
肉
共
進
会

　

10
月
17
日
、
球
磨
郡
錦
町
の
ゼ

ン
カ
イ
ミ
ー
ト
株
式
会
社
で「
第

28
回
宮
崎
ハ
ー
ブ
牛
枝
肉
共
進

会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
宮
崎
ハ
ー
ブ
牛（
交
雑
種
）部
門
】

優
秀
賞
＝
重
富
輝
夫
さ
ん（
尾
八

重
野
）、
特
別
賞
＝
太
田
幸
雄
さ

ん（
尾
八
重
野
）

【
宮
崎
ハ
ー
ブ
和
牛
部
門
】優
秀
賞

＝
前
原
義
信
さ
ん（
出
水
）、
優
良

賞
＝
廣
重
秀
則
さ
ん（
出
水
）、
特

別
賞
＝
平
岡
伸
夫
さ
ん（
南
原
田
）

●
宮
崎
県
畜
産
共
進
会

　

10
月
20
日
に
ミ
ヤ
チ
ク
高
崎
工

場
で
、
27
日
に
は
新
富
町
の
児
湯

地
域
家
畜
市
場
で「
第
59
回
宮
崎

県
畜
産
共
進
会
」が
行
わ
れ
ま
し

た
。

【
肉
牛
枝
肉
の
部
】一
等
賞
＝
藤
木

敏
博
さ
ん（
南
原
田
）、
二
等
賞
＝

橋
口
誠
也
さ
ん（
下
大
河
平
）、
吉

留
弘
さ
ん（
永
山
）

【
肉
豚
枝
肉
の
部
】二
等
賞
＝
稲
泉

元
司
さ
ん（
尾
八
重
野
）

【
肉
用
種
種
牛
の
部
第
2
類
】優
等

賞
3
席
＝
坂
元
一
貴
さ
ん（
下
大

河
平
）、
一
等
賞
＝
東
脇
勇
二
さ

ん（
大
明
司
）

※
乳
用
種
に
つ
い
て
は
、
平
成
27

年
11
月
28
日
に
児
湯
地
域
家
畜
市

場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

●
畜
産
功
労
者
表
彰

　

本
石
長
永
さ
ん（
末
永
）が
、
宮

崎
県
の
畜
産
の
発
展
に
貢
献
さ
れ

た
功
績
を
称
え
ら
れ
、
畜
産
功
労

者
賞
を
受
賞
。
共
進
会
の
総
合
開

会
式
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

問
市
畜
産
農
政
課
畜
産
振
興
室

☎
35
‐
１
１
１
１（
内
線
２
３
６
）
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CIVIC NEWS
市政ニュース

　

10
月
24
日
、
株
式
会
社
九
州
中

央
オ
ー
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
、
市
、

宮
崎
県
お
よ
び
西
諸
地
区
森
林
組

合
が
、
え
び
の
市
大
字
灰
塚
地
区

の
市
有
林
2
・
3
㏊
を
「
Ｋ
Ｃ
Ａ

Ａ
南
九
州・エ
コ
の
森
」と
し
て
整
備
、

保
全
す
る
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
温
暖
化
対
策
な
ど
森

林
の
持
つ
公
益
的
機
能
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
森
林
づ
く
り
活
動

等
を
通
し
て
、
地
域
協
働
の
森
林

づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

に
締
結
す
る
も
の
で
す
。

　

調
印
式
で
同
社
の
大
峰
高

た
か
し

代

　

10
月
27
日
か
ら
29
日
、
霧
島
市

民
会
館
な
ど
を
会
場
に
、「
第
6

回
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
全
国
大
会
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
霧

島
ジ
オ
パ
ー
ク
や
そ
の
他
の
ジ
オ

パ
ー
ク
に
つ
い
て
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
な
ど
を
目
的

に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

27
日
は
、
鹿
児
島
大
学
名
誉
教

授
の
原
口
泉
氏
、
28
日
に
は
、
俳

優
の
藤
岡
弘
、
氏
の
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
セ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
霧
島
地
域
の
魅
力

な
ど
に
つ
い
て
討
論
し
ま
し
た
。

森
林
環
境
の
保
全
に
貢
献

環
霧
島
の
魅
力
を
発
信

「
Ｋ
Ｃ
Ａ
Ａ
南
九
州
・
エ
コ
の
森 

」
整
備
・
保
全
協
定

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
全
国
大
会

表
取
締
役
は
「
自
動
車
を
取
り
扱

う
会
社
と
し
て
環
境
保
全
に
対
す

る
社
会
的
な
役
割
に
貢
献
で
き
る

よ
う
森
林
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
」。
村
岡
市
長
は
「
次

世
代
の
子
ど
も
た
ち
に
喜
ば
れ
る

美
し
い
森
に
な
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

同
社
は
、
今
後
10
年
間
に
ヤ
マ

ザ
ク
ラ
の
植
栽
や
間
伐
、
下
草
刈

り
を
実
施
し
、
環
境
保
全
に
努
め

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

問
市
農
林
整
備
課
林
務
係

☎
35
‐
１
１
１
１
（
内
線
２
２
９
）

　

別
会
場
で
は
、
環
霧
島
グ
ル
メ

フ
ェ
ア
、
物
産
フ
ェ
ア
な
ど
環
霧

島
の
魅
力
を
発
信
す
る
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
、
多
く
の
来
場
者
で
に

ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

29
日
に
は
、
全
国
か
ら
の
参
加

者
が
対
象
の
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
市
内
の
観
光
名
所
等
を
回

る
稲
作
ツ
ア
ー
に
は
40
人
が
、
池

め
ぐ
り
自
然
探
勝
路
で
の
池
め
ぐ

り
ツ
ア
ー
に
は
27
人
が
参
加
。
秋

の
え
び
の
を
満
喫
し
ま
し
た
。

問
市
企
画
課
政
策
係

☎
35
‐
１
１
１
１（
内
線
３
2
２
）

調印式後手を合わせる代表者

白紫池を眺めるツアー参加者

特産品等販売のブースを回る来場者
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え
び
の
市
住
宅
取
得
定
住
促
進
支
援
金
交
付
事
業

市
内
で
の
新
築
等
を
支
援

　

市
で
は
、
定
住
を
促
進
す
る
こ

と
で
人
口
減
少
を
抑
制
す
る
と
と

も
に
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、
自
己
の
居
住
を
目
的
に

住
宅
を
初
め
て
新
築
ま
た
は
新
規

購
入
す
る
場
合
に
そ
の
経
費
の
一

部
を
2
回
に
分
け
て
交
付
す
る

「
住
宅
取
得
定
住
促
進
支
援
金
交

付
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

支
援
金
額
、
交
付
要
件
、
交
付

対
象
者
は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。

【
申
請
方
法
】

　

対
象
住
宅
を
取
得
し
た
日
か
ら

1
年
以
内
に
必
要
書
類
等
を
そ
ろ

え
、
初
回
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

　

交
付
申
請
書
の
様
式
等
は
、
市

財
産
管
理
課
窓
口
で
配
布
す
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.city.ebino.lg.jp/

）
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
そ
の
他
、
交
付
方
法
・
交
付
申

請
の
時
期
お
よ
び
添
付
書
類
等
の

詳
細
は
、
市
財
産
管
理
課
住
宅
係

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
市
財
産
管
理
課
住
宅
係

☎
35
‐
１
１
１
１

（
内
線
３
４
３
・
３
４
４
）

●住宅取得支援金額
支援金額 限度額 交付要件

住宅取得費の 10％
50 万円 市内業者を利用した場合
30 万円 上記以外の場合

※ 住宅取得費に土地代は含まれません。

●加算額
支援金の種類 支援金額 限度額 交付要件

移住加算金 30万円 1世帯
30万円

本市以外の市区町
村に1年以上居住し、
平成26年4月1日以降
に移住してきた者

住宅取得者子
育て加算金 1人×10万円 20万円 中学生以下の被扶養

者につき加算

●交付対象者
①平成26年4月1日以降に住宅を新築または購入し、引き続
き5年以上本市に居住する意思がある者

②市内に他の住宅を有しない者

③2人以上の家族で世帯を構成する者

④居住地の自治会に加入した者

⑤市税等の滞納がない者

⑥火災、事故または公共工事に係る保険金または補償金等
による住宅取得者ではないこと

交
通
事
故
防
止
を
呼
び
か
け

交
通
安
全
啓
発
看
板
を
設
置

　

え
び
の
市
交
通
対
策
協
議
会
で

は
、
市
役
所
本
庁
の
ス
ロ
ー
プ
横

に
、
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る
看

板
（「
高
齢
者
と
子
供
を
交
通
事

故
か
ら
守
ろ
う
」）
を
設
置
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
看
板
を
見
て
も
ら
う
こ
と
で
、

少
し
で
も
交
通
安
全
に
関
す
る
意

識
を
高
め
て
も
ら
い
、
え
び
の
市

か
ら
交
通
事
故
を
な
く
す
こ
と
を

目
的
に
設
置
し
た
も
の
で
す
。

　

市
内
で
は
、
今
年
に
入
っ
て
か

ら
、
交
通
死
亡
事
故
が
4
件
（
す

べ
て
高
齢
者
）
も
発
生
し
て
い
ま

す
。
平
成
20
年
6
月
か
ら
平
成
25

年
11
月
ま
で
の
交
通
死
亡
事
故
の

発
生
件
数
は
、
ゼ
ロ
で
し
た
。

　

交
通
死
亡
事
故
な
ど
の
重
大
な

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
も
、

運
転
者
、
歩
行
者
と
も
に
次
の
こ

と
な
ど
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

●
運
転
者

・「
て
げ
て
げ
運
転
」
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

・
疲
れ
を
感
じ
た
ら
、
こ
ま
め
に

休
憩
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
横
断
歩
道
の
標
識
・
標
示
を
見

た
ら
、
ま
ず
減
速
し
ま
し
ょ
う
。

・
横
断
歩
行
者
が
い
る
場
合
は
、

必
ず
停
止
線
の
手
前
で
一
時
停
止

し
ま
し
ょ
う
。

●
歩
行
者

・
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、
左

右
の
安
全
を
し
っ
か
り
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

・
無
理
な
横
断
は
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

・
夜
間
・
早
朝
に
外
出
を
す
る
時

は
、
目
立
つ
服
装
や
反
射
材
を
着

用
し
ま
し
ょ
う
。

問
基
地
・
防
災
対
策
課
基
地
・
防

災
対
策
係

☎
35
‐
１
１
１
１（
内
線
３
１
８
）スロープ横に設置した看板
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10
月
19
日
、
行
政
相
談
委
員
の

永
田
萌
子
さ
ん
が
市
役
所
を
訪

問
。
市
長
に
平
成
27
年
度
行
政
相

談
委
員
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
し

た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

永
田
さ
ん
は
、
平
成
11
年
4
月

か
ら
行
政
相
談
委
員
と
し
て
市
民

の
身
近
な
相
談
窓
口
を
務
め
て
き

ま
し
た
。
今
回
の
受
賞
は
、
長
年

の
功
績
や
行
政
相
談
の
Ｐ
Ｒ
活
動

等
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

永
田
さ
ん
は
「
市
民
の
皆
さ
ん

が
よ
り
よ
い
生
き
方
が
で
き
る
よ

う
な
手
助
け
が
で
き
れ
ば
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
16
日
、
京
町
川
内
川
河
川

敷
で
「
ウ
ナ
ギ
の
稚
魚
の
放
流
体

験
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
河
川
に
親
し
ん
で
も

ら
い
自
然
を
愛
す
る
心
を
持
っ
て

も
ら
お
う
と
、
川
内
川
の
生
き
も

の
た
ち
を
守
る
会
の
主
催
で
行
わ

れ
た
も
の
で
す
。
体
験
に
は
、
真

幸
小
学
校
の
４
年
生
29
人
が
参
加
。

河
川
敷
の
清
掃
後
、
ウ
ナ
ギ
の
稚

魚
約
１
０
０
匹
を
放
流
し
ま
し
た
。

　

新に
い
ほ穂

玲れ

お

な

央
奈
君
は
、「
放
流
し

た
稚
魚
が
、
成
長
し
て
大
き
く

な
っ
た
姿
を
見
た
い
で
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
17
日
、
18
日
、
グ
リ
ー
ン
パ
ー

ク
え
び
の
を
会
場
に
「
第
10
回
秋
季
え

び
の
観
光
祭
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
観

光
祭
に
は
、
市
内
外
か
ら
約
１
万
人
が

来
場
し
ま
し
た
。

　

会
場
は
、
６
０
０
万
本
の
コ
ス
モ
ス

が
ち
ょ
う
ど
見
ご
ろ
。
来
場
者
は
、
パ

行政相談委員総務大臣表彰を受賞

長年の功績を称える
ウナギの稚魚放流体験

河川環境保全の意識を高める

第10回秋季えびの観光祭

ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
体
験
や
カ
ヌ
ー
体
験
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

　

パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
を
体
験
し
た
宮
崎

市
の
紙か

み
や谷
恵え

な菜
さ
ん
（
小
2
）
は
「
足

が
浮
く
瞬
間
が
気
持
ち
よ
か
っ
た
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

秋のえびのを満喫
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10
月
31
日
、真
幸
出
張
所
で「
世

界
の
ビ
ー
ル
de
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ナ
イ

ト
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
若
者
が
集
う
場
を
増

や
す
こ
と
で
、
え
び
の
市
を
盛
り

上
げ
よ
う
と
若
者
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ａ
の
主
催
で
行
わ
れ
た

も
の
で
す
。

　

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ナ
イ
ト
に
は
、
市

内
外
か
ら
約
１
０
０
人
が
参
加
。

個
性
あ
ふ
れ
る
仮
装
に
身
を
包
み

な
が
ら
、
10
カ
国
11
種
類
の
ビ
ー

ル
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
や
仮
装
コ
ン
テ
ス
ト

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
25
日
、
京
町
川
内
川
河
川
敷
な

ど
で
、「
真
幸
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
防

災
訓
練
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
災
害
発
生
時
に
迅
速
な
避

難
な
ど
が
で
き
る
よ
う
に
な
ろ
う
と
、

真
幸
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
主
催
で
行

わ
れ
た
も
の
で
す
。

世界のビールdeハロウィンナイト

思い思いの仮装でにぎわう

防災への意識を高める
真幸まちづくり協議会防災訓練

　

訓
練
に
は
、
真
幸
地
域
の
住
民
や

陸
上
自
衛
隊
第
24
普
通
科
連
隊
の
隊

員
、
え
び
の
消
防
署
の
職
員
、
え
び
の

市
消
防
団
の
団
員
な
ど
約
４
０
０
人
が

参
加
。
各
自
治
会
で
災
害
想
定
な
ど
を

行
っ
た
あ
と
、
河
川
敷
で
ボ
ー
ト
訓
練

や
土
の
う
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

11
月
3
日
、
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
「
え
び
の

手
づ
く
り
市
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
来
場
者
や
制
作
者

同
士
が
交
流
を
深
め
、
新
た
な
産

業
を
生
み
出
す
き
っ
か
け
に
し
よ

う
と
、
ち
い
き
ゆ
う
ネ
ッ
ト
の
主

催
で
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

会
場
は
、
手
づ
く
り
の
小
物
や

家
具
、
料
理
な
ど
約
45
店
舗
が
並

び
、
市
内
外
か
ら
の
来
場
者
約

１
２
０
０
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。
会
場
で
は
、
宮
崎
県
出
身
の

ｈ
ｏ
ｕ
さ
ん
な
ど
に
よ
る
ラ
イ
ブ

コ
ン
サ
ー
ト
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

えびの手づくり市

手づくり品を楽しむ
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ハ
イ
ジ
ャ
ン
パ
ー　

紫
雲
徹
真 

君
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ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
出
場

　
「
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
う
大
き
な
大
会

に
出
場
で
き
、
貴
重
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。
結
果

は
出
せ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
自
分
自
身
大
き
く
成

長
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
」と
話
す
の
は
、

10
月
に
横
浜
市
の
日
産
ス
タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
た

『
第
46
回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
大
会
』

に
出
場
し
た
紫
雲
徹
真
君（
加
久
藤
中
3
年
）で
す
。

　

同
大
会
は
、
将
来
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
を
育
成

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
日
本
陸
上
競
技
連
盟
の
主
催

で
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
各
都
道
府
県
で
行
わ

れ
る
予
選（
宮
崎
県
で
は
宮
崎
県
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
）の
優
勝
者
の
み
出

場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

紫
雲
君
が
出
場
し
た
種
目
は
、
走
り
高
跳
び
。
記

録
へ
の
挑
戦
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
ま
す
。「
県
大
会

で
は
、
大
会
タ
イ
記
録
の
1
8
0
㎝
を
跳
び
、
優
勝

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
全
国
大
会
で
は
さ
ら

に
上
を
目
指
そ
う
と
1
9
0
㎝
跳
ぶ
こ
と
を
目
標
に

掲
げ
ま
し
た
。
結
果
は
県
大
会
と
同
じ
1
8
0
㎝
、

出
場
者
47
人
中
26
位
で
し
た
。
目
標
に
は
届
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
自
分
の
持
っ
て
い
る
す
べ
て
を
出
し

切
っ
た
の
で
悔
い
は
あ
り
ま
せ
ん
」と
大
会
を
振
り

返
り
ま
す
。

跳
び
方
を
変
え
て
記
録
を
伸
ば
す

　

紫
雲
君
が
陸
上
競
技
を
始
め
た
の
は
、
中
学
校
に

さらなる高みを目指して

入
学
し
て
か
ら
だ
そ
う
で
す
。「
最
初
は
、
短
距
離

走
を
主
に
し
て
い
ま
し
た
。
も
と
も
と
、
走
り
高
跳

び
に
興
味
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
教
え
る
こ
と
の
で

き
る
先
生
が
い
な
か
っ
た
の
で
諦
め
て
い
ま
し
た
。

2
年
生
の
時
に
陸
上
競
技
が
専
門
の
吉
國
先
生
が
顧

問
に
な
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
走
り
高
跳
び
に

競
技
を
変
更
し
ま
し
た
」

　

走
り
高
跳
び
に
は
、
は
さ
み
跳
び
、
背
面
跳
び
な

ど
の
跳
び
方
が
あ
り
ま
す
。
紫
雲
君
が
得
意
と
す
る

跳
び
方
は
背
面
跳
び
で
す
。「
最
初
の
こ
ろ
は
、
は

さ
み
跳
び
で
跳
ん
で
い
ま
し
た
。
1
5
0
㎝
ま
で
跳

Profile

しうんてっしん／中島／
15 歳／趣味：読書

べ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
記
録
が
な
か
な
か

伸
び
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
練
習
を
す
る
う

ち
に
、
1
6
0
㎝
ま
で
は
跳
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
が
、
も
っ
と
記
録
を
伸
ば
し
た
い
思
い
か
ら
、
昨

年
の
10
月
こ
ろ
に
背
面
跳
び
に
跳
び
方
を
変
え
る
こ

と
を
決
意
し
ま
し
た
」

　

背
面
跳
び
は
難
し
い
動
作
の
多
い
跳
び
方
。「
余

計
な
こ
と
は
考
え
ず
、
基
本
に
忠
実
に
跳
ぶ
こ
と

を
意
識
し
て
練
習
を
し
ま
し
た
。
は
さ
み
跳
び
で

は
1
6
0
㎝
ま
で
し
か
伸
び
な
か
っ
た
記
録
が
、

1
8
0
㎝
ま
で
伸
び
ま
し
た
」

高
校
で
も
陸
上
を
続
け
た
い

　

紫
雲
君
は「
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
に
出

場
で
き
た
の
は
、
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
吉
國
先
生

や
陸
上
競
技
関
係
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
」と
お

世
話
に
な
っ
た
人
へ
の
感
謝
を
話
し
ま
す
。

　
「
今
は
、
部
活
動
は
引
退
し
て
受
験
勉
強
に
励
ん

で
い
ま
す
が
、
高
校
で
も
陸
上
は
続
け
た
い
で
す
。

本
腰
を
入
れ
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
や
る
か
ら
に
は
さ
ら
に
高
く
跳
べ
る
よ

う
に
練
習
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
れ
が
皆
さ
ん

へ
の
恩
返
し
に
つ
な
が
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」
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●チンゲン菜の塩コショウ炒め

上原田ひまわり会の皆さん

チンゲン菜のシャキシャキとした食感がたまらない一品

え
び
の
自
慢
の
お
い
し
い
料
理

D
elicious cuisine of Ebino

vol.86

レシピ

【材料】（1人分）
チ ン ゲ ン 菜 4枚、ち り め ん
じゃこ 適量、塩コショウ 適量、
しょう油 適量

【作り方】
① チ ン ゲ ン 菜 を 適 当 な 大 き さ に 切 る 。
② フ ラ イ パ ン で チ ン ゲ ン 菜 を 炒 め る 。
③ ② に ち り め ん じ ゃ こ を 入 れ る 。
④ 塩 コ シ ョ ウ と し ょ う 油 を 加 え て 、 味 を 付 け る 。

今
月
紹
介
す
る
の
は
、
上

原
田
ひ
ま
わ
り
会
の
皆

さ
ん
が
作
っ
た
「
チ
ン
ゲ
ン

菜
の
塩
コ
シ
ョ
ウ
炒
め
」で
す
。

　

チ
ン
ゲ
ン
菜
の
塩
コ
シ
ョ

ウ
炒
め
は
、
チ
ン
ゲ
ン
菜
の

シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
と
し
た
食
感

が
絶
妙
な
一
品
で
す
。ち
り
め

ん
じ
ゃ
こ
を
入
れ
る
こ
と
で
、

よ
り
一
層
香
ば
し
さ
が
引
き

立
ち
ま
す
。チ
ン
ゲ
ン
菜
を
炒

め
る
だ
け
な
の
で
、誰
で
も
簡

単
に
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

料
理
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
チ

ン
ゲ
ン
菜
を
炒
め
す
ぎ
な
い

こ
と
で
す
。
炒
め
す
ぎ
る
と
、

シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
と
し
た
食
感

が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

食
卓
に
も
う
一
品
増
や
し

た
い
と
き
、時
間
が
な
い
と
き

な
ど
に
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
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ぐ
る
っ
と
環
霧
島

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

霧
島
錦
江
湾
国
立
公
園
「
霧

島
地
域
」
80
周
年
記
念
～
歴

史
を
巡
る
～

　

環
霧
島
会
議
で
は
、
霧
島
を
囲

む
5
市
2
町
の
観
光
地
65
カ
所
を

回
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催
し

て
い
ま
す
。こ
の
機
会
に
霧
島
地
域

の
観
光
地
を
巡
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
内
容
】
3
市
町
の
ス
タ
ン
プ
を
集

め
る
と
、
応
募
が
可
能
で
す
。ス
タ

ン
プ
の
数
に
応
じ
て
、
応
募
で
き
る

賞
品
が
変
わ
り
ま
す
。

【
実
施
期
間
】～
平
成
28
年
3
月
4

日
（
金
）
※
当
日
消
印
有
効

【
賞
品
】

［
A
賞
］
2
万
円
相
当
（
7
人
）

7
市
町
の
ス
タ
ン
プ
で
応
募
可
能

［
B
賞
］
1
万
円
相
当
（
7
人
）

5
市
町
の
ス
タ
ン
プ
で
応
募
可
能

［
C
賞
］３
０
０
０
円
相
当（
7
人
）

3
市
町
の
ス
タ
ン
プ
で
応
募
可
能

［
特
別
賞
］
ま
ほ
う
な
べ（
1
人
）

【
抽
選
方
法
】
集
め
た
ス
タ
ン
プ
の

数
に
応
じ
て
、
抽
選
を
行
い
ま
す
。

上
位
の
抽
選
に
漏
れ
た
人
も
下
位

の
抽
選
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
賞
の
抽
選
は
A
賞
、

B
賞
、
C
賞
の
抽
選
で
漏
れ
た
人

か
ら
再
度
抽
選
を
行
い
ま
す
。

【
応
募
方
法
】
専
用
の
応
募
は
が
き

に
ス
タ
ン
プ
を
押
し
、
必
要
押
印

数
以
上
が
集
ま
っ
た
ら
、
高
原
町

役
場
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
商
工
観

光
係
（
西
諸
県
郡
高
原
町
大
字
西

麓
８
９
９
番
地
）
に
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

問
市
観
光
商
工
課
観
光
係

☎
35
‐
１
１
１
１（
内
線
３
３
２
）

環霧島会議とは、霧島山を取り巻く鹿児島・宮崎
両県の５市２町で構成され、県境を越えて連携し
地域活性化を図ります。環 霧 情 報

加久藤中学校家庭教育学級で
は、今年度のPTA重点努力目標に

「親子でふれ合う家庭教育学級
にしよう」を掲げています。親子
が一緒に家庭教育学級の活動に
参加することで、親子同士の会
話の増加につながればと考えて
います。

目標達成のため、情報教育講
演会を参観日の教育講演会と同
時開催にするなど、保護者と一
緒に生徒も全員参加できる工夫
を行っています。

また、全保護者を対象とし、小・
中学校両方に子どもがいる保護

者でも参加しやすいよう、全計
画の約半分の講座を小・中合同
で実施しています。

今 年 度 はこれまで に、「開 級
式・親育て講座」「情報教育講演
会」「保健学習〈乳がんセミナー〉」

「ニュースポーツ」「秋みそづく
り」「人権学習」の計６回講座を
開催しました。

11月には「フラワーアレンジメ
ント教室」を開催する予定です。

これからも、学級生の皆さんに
楽しんでもらえる有意義な活動
になるよう、工夫をしていきたい
と考えています

家 学庭 教 育 級 信通

8 月に行われたニュースポーツ講座

9 月に行われた「秋みそづくり」講座
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血
圧
が
高
い
状
態
が
続
く
と
、
全
身

の
血
管
の
動
脈
硬
化
が
進
む
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
脳
や
心
臓
、
腎
臓
な
ど

の
重
要
な
臓
器
に
入
る
手
前
で
臓
器
に

負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
血
圧
を
調

整
す
る
『
細
動
脈
』
と
い
う
動
脈
が
傷

み
、
血
圧
の
調
整
が
効
か
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

血
圧
の
調
整
が
効
か
な
く
な
る
と
、

臓
器
の
機
能
が
低
下
し
、
脳
卒
中
や
心

筋
梗
塞
、
腎
機
能
障
害
に
よ
る
腎
透
析

な
ど
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
高
く
な
り

圧
の
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
え
び
の
市
内
で
高
血
圧
治

療
の
た
め
に
外
来
通
院
し
て
い
る
人
の

医
療
費
は
宮
崎
県
内
で
15
位
で
す
。こ

の
こ
と
か
ら
、
え
び
の
市
で
は
多
く
の

人
が
高
血
圧
を
治
療
せ
ず
に
細
動
脈
な

ど
の
血
管
が
傷
み
、
脳
卒
中
や
心
筋
梗

塞
な
ど
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

　

あ
な
た
の
血
圧
は
大
丈
夫
で
す
か
。

ま
ず
は
、
健
診
を
受
け
て
ご
自
分
の
状

態
を
知
り
ま
し
ょ
う
。

　

 

文
：
市
健
康
保
険
課 

鞍
津
輪
保
健
師

いきいき! 健康
H e a l t h y  L i f e

な
ぜ
、
血
圧
が
高
い
と
い
け
な
い
の
？

ま
す
。

　

ま
た
、
40
代
、
50
代
の
高
血
圧
は
、

高
齢
に
な
っ
て
血
管
性
認
知
症
の
発
症

リ
ス
ク
を
上
昇
さ
せ
る
こ
と
も
明
ら
か

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

介
護
認
定
者
の
中
で
高
血
圧
の
人

の
割
合
は
、
国
49
・
4
％
・
県
57
・
3
％

で
あ
る
の
に
対
し
、
え
び
の
市
は
61
・

1
％
と
高
い
数
値
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
の
医
療
費
分
析
で
は
、

脳
血
管
疾
患
・
心
疾
患
・
糖
尿
病
性
腎
症

に
な
っ
た
人
の
８
～
9
割
の
人
が
高
血

契
約
金
額
、
会
社
名
、
担
当
者
な
ど

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
す
べ
て
の
契
約

に
適
用
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

３
０
０
０
円
未
満
の
現
金
取
引
や
通
信

販
売
な
ど
解
約
で
き
な
い
も
の
も
あ
り

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
宮
崎
県
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
か
市
民
環
境
課
生
活
環
境
係
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮
崎
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
都
城
支
所

☎
0
9
8
6
‐
24
‐
0
9
9
9

市
民
環
境
課 

生
活
環
境
係

☎
35
‐
1
1
1
1
（
内
線
2
8
6
）

　

文
：
市
民
環
境
課
生
活
環
境
係

くらしのメモ
N o t e  o f  L i v i n g

知
っ
て
い
ま
す
か『
ク
ー
リ
ン
グ・オ
フ
』

　
「
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
」
と
は
、
契
約

し
た
後
、
頭
を
冷
や
し
て
、
冷
静
に
考

え
直
す
時
間
を
消
費
者
に
与
え
、
一
定

期
間
内
で
あ
れ
ば
無
条
件
で
契
約
を
解

除
す
る
こ
と
が
で
き
る
特
別
な
制
度
の

こ
と
で
す
。

　

契
約
は
、
一
度
成
立
す
る
と
そ
の
契

約
に
拘
束
さ
れ
、
お
互
い
に
契
約
を
守

る
の
が
原
則
で
す
が
、
こ
の
原
則
に
例

外
を
設
け
た
の
が
「
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
」
制
度
で
す
。

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
通
知
は
必
ず

書
面
で
行
い
ま
す
。は
が
き
な
ど
の
書

面
に
以
下
の
項
目
を
記
入
し
て
、
控

え
の
た
め
に
書
面
の
両
面
を
コ
ピ
ー

に
取
っ
た
う
え
で
、「
特
定
記
録
郵
便
」

ま
た
は
「
簡
易
書
留
」
な
ど
の
記
録
が

残
る
方
法
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。ク
レ

ジ
ッ
ト
契
約
を
し
て
い
る
場
合
は
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
会
社
と
販
売
会
社
へ
同
時
に

通
知
し
ま
す
。は
が
き
の
コ
ピ
ー
と
郵

便
局
の
受
領
証
は
、
５
年
間
大
切
に
保

管
く
だ
さ
い
。

【
記
載
事
項
】
契
約
年
月
日
、
商
品
名
、
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毎
日
の
暮
ら
し
の
中
に
は
色
々
な
不

安
や
疑
問
、
判
断
に
迷
っ
て
し
ま
う
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

え
び
の
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い
け

れ
ど
、
手
続
き
の
仕
方
が
わ
か
ら
な
い
」

「
銀
行
に
行
っ
て
お
金
を
お
ろ
し
た
い

け
ど
、
自
信
が
な
く
て
誰
か
に
相
談
し

た
い
」「
最
近
物
忘
れ
が
多
く
て
預
金
通

帳
を
ち
ゃ
ん
と
し
ま
っ
た
か
、
い
つ
も
心

配
」
な
ど
の
場
合
に
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
手
続
き
や
金
銭
管
理
の
お
手
伝
い

を
行
う
な
ど
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
は
、「
日
常
生
活
に
不
安
を

抱
え
て
い
る
高
齢
者
」「
認
知
症
の
高
齢

者
」「
知
的
障
が
い
の
あ
る
人
」「
精
神
に

障
が
い
の
あ
る
人
」
な
ど
で
、
自
分
ひ
と

り
で
契
約
な
ど
の
判
断
を
す
る
こ
と
が

不
安
な
人
や
お
金
の
管
理
に
困
っ
て
い

る
人
な
ど
が
利
用
で
き
ま
す
。

【
利
用
方
法
】
利
用
を
希
望
す
る
場
合

は
、
え
び
の
市
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
相
談
を
受
け
付
け

る
と
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
「
専
門
員
」

が
詳
し
い
話
を
伺
い
ま
す
。そ
の
う
え
で
、

「
生
活
支
援
員
」
が
契
約
の
内
容
に
沿
っ

て
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

【
利
用
料
】
専
門
員
に
よ
る
相
談
、
自
宅

へ
の
訪
問
は
無
料
で
す
。契
約
後
の
生
活

支
援
員
の
お
手
伝
い
は
、
1
回
１
０
０

０
円
（
1
時
間
）
か
か
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
え
び
の
市
社
会
福
祉
協

議
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
え
び
の
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
35
‐
２
８
０
０

　
　
　

文
：
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

住み慣れた場所で安心して暮らすために

あんしんねっと
A r e a  c o m p r e h e n s i v e  s u p p o r t

安
心
し
た
生
活
を
サ
ポ
ー
ト

防ごう！交通事故

インフルエンザ対策を

インフルエンザの流行する季節となりました。イ
ンフルエンザには、感染者の咳やくしゃみ等

のしぶきに含まれるウイルスを吸い込んで感染する
飛
ひ ま つ

沫感染、ウイルスが付着した物を触った手で口や
目の粘膜を触ることで、感染する接触感染があります。
　以下のことに注意して、感染を防ぎましょう。

【マスクの着用】飛沫感染を防ぐことができます。
【手洗い・うがい】手洗いは接触による感染を、うが

いはのどの乾燥を防ぎます。
【ワクチン接種】子どもは 2 回、大人は 1 回の接種が

必要です。効果は 2 週間後以降です。早めに受けま
しょう。

宮 崎 県 内 で は 、1 0 月 末 現 在 で 3 5 人 も の 人 が
交 通 事 故 で 亡 く な っ て い ま す 。3 5 人 中 2 4

人 が 高 齢 者 、そ の 内 1 6 人 が 歩 行 中 の 事 故 で し た 。
　 運 転 者 、歩 行 者 と も に 以 下 の こ と に 気 を つ け
て 、交 通 事 故 発 生 防 止 に 努 め ま し ょ う 。

【 歩 行 者 】
・無 理 な 横 断 は し な い
・夜 間 ・早 朝 の 外 出 に は 反 射 材 を 着 用

【 運 転 者 】
・前 方 の 安 全 確 認 を し っ か り す る
・横 断 歩 道 の 標 識 ・標 示 を 見 た ら 、ま ず 減 速
・横 断 歩 行 者 が い る 場 合 は 、必 ず 停 止 線 の 手 前
で 一 時 停 止

10月の活動状況
［えびの消防署管内］

火 災 1件 年 計 8件
救 急 54件 年 計 759件

110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33 ‒0110

えびの消防署 ☎ 33 ‒6119

10月の交通事故発生状況
人 身 9件 本年累計 81件
物 件 30件 本年累計 285件

地域支え合い事業での介護予防講話
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この本には、ヤギやゾウ
などさまざまな動物が

頑張って「うんち」をするシー
ンが描かれています。片観音
ページが下に開くようになっ
ており、楽しくうんちについ
て学ぶことができます。
　最後には、小さな子どもが
補助便座をつけたトイレで頑
張ってうんちをする姿が描か
れています。
　子どものトイレトレーニン
グにぴったりな一冊です。

うんちでるかな？

新井 洋行／作
（講談社）

この本は、人気のおせち
料理17品が大晦日だけ

で作れるスピードレシピ集で
す。
　自分好みのおせちも作れる
よ う に、 入 れ 替 え 可 能 な メ
ニュー 9品に加えて、来客の
多い時期に役立つ簡単&華や
かなおもてなしメニューや鍋
料理、正月にははずせないお
雑煮なども紹介されています。
　何かと忙しい年末にお勧め
の一冊です。

12月31日だけでできるおせち

太田 静栄／著
（枻出版社）

月間行事 年末年始休館日（12月28日～平成28年1月4日）
2 水 移動図書館車巡回① 14：05 ～ 15：15
4 金 移動図書館車巡回② 15：30 ～ 16：30
5 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
7 月 休館日
8 火 ブックスタート（1歳児に絵本配布）
9 水 移動図書館車巡回③ 13：20 ～ 15：15

10 木 移動図書館車巡回④ 15：30 ～ 15：55
11 金 移動図書館車巡回⑤ 14：05 ～ 15：15
12 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
14 月 休館日
16 水 休館日（館内整理日）

移動図書館車巡回① 14：05 ～ 15：15
18 金 移動図書館車巡回② 15：30 ～ 16：30
19 土 土曜シネマ 13：30 ～　　　

クリスマスおはなし会 10：30 ～ 11：30
21 月 休館日
25 金 喫茶ふら～っと 9：45 ～ 11：00

パンの販売（菜の花堂） 10：00 ～ 11：00
野菜・手芸品等の販売 10：00 ～ 11：00

26 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
27 日 手作り講座「ミニ門松づくり」 13：30 ～ 15：00

◎12月のスケジュール

◎イベント
クリスマスおはなし会
●日時＝12月19日（土）午前10時30分~午前11時30分
●場所＝学習室（参加無料）
●対象＝0歳～大人
●その他＝参加者には、クリスマスプレゼントがあり
ます。 

手作り講座「ミニ門松づくり」
●日時＝12月27日（日）午後1時30 ～午後3時
●場所＝学習室 ※参加無料
●定員＝20人 ※事前申し込みが必要

えびの市民図書館
☎35-0242  http://www.e-tosho.com/ebino/index.html

おすすめの一冊

■開館時間■　火曜日～土曜日／午前9時～午後7時　日曜日・祝日／午前9時～午後5時 
■休 館 日■　毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）　

［最近入ったおすすめ本］
○「新しい道徳」　北野 武 著　幻冬舎
○「人生は80歳から」　広瀬信義 著　毎日新聞出版
○「だから、生きる」　つんく♂ 著　新潮社
○「出会いの神秘」　曽野綾子 著　ワック
○「くらしの豆知識」　国民生活センター 編　国民生活センター

（短歌）竹下妙子さん☎ 37 ｰ 3056　（俳句）松山良文さん☎33 ｰ 4904　（詩）ポエム同好会（石井高子さん）☎ 33 ｰ 0010まで

心の一首一句 あなたもつくってみませんか。

※おはなし会：乳幼児10：30 ～ 11：00、4歳以上11：00 ～ 11：30
※移動図書館巡回：①「飯野駅前地区体育館→飯野出張所」②「自衛隊
官舎→麓橋団地」③「岡元小学校→市立病院→さくら苑」④「老人福祉
センター」⑤「飯野地区コミュニティセンター→警察署官舎」

広
び
ろ
と
雲
海
の
ご
と
蕎
麦
の
花

山
影
う
つ
し
ひ
と
日
始
ま
る

原
田
　
岡
元
克
子

移
り
ゆ
く
晩
秋
の
中
で
大
自
然
は
初
冬
へ
と
入

り
ゆ
く
。あ
か
と
き
の
霧
ふ
る
畠
に
白
い
蕎
麦

の
花
が
雲
海
の
ご
と
く
波
う
っ
て
影
絵
と
も
思

わ
れ
る
里
山
を
映
し
出
す
。作
者
は
、
今
日
と

い
う
新
し
い
一
日
が
始
ま
る
事
へ
の
感
動
と
感

謝
を
持
っ
て
佇
ん
で
い
る
。す
ば
ら
し
い
心
象

詠
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　（
評
：
竹
下
妙
子
）

短
歌遠

き
日
の
熟
柿
の
母
と
姉
が
好
き

中
島
　
宮
崎
キ
ヨ
子

学
校
か
ら
歸
る
と
母
が
姉
と
私
を
熟
柿
の
籠
の

前
に
呼
ん
だ
。甘
い
熟
柿
を
す
ゝ
り
乍
ら
、
い

つ
も
母
の
読
む
グ
リ
ム
童
話
を
聞
い
た
。七
十

余
年
前
の
懐
か
し
き
あ
の
頃
の
母
と
姉
が
好
き

だ
。
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お 知 ら せ

『臨時福祉給付金』の案内発送方法
について（お詫び）

　消費税率引き上げによる影響を緩和するため、市民税が
非課税であるなどの低所得者に対して、平成26年度に引き
続き平成27年度も臨時福祉給付金の支給が国の事業とし
て実施されています。
　この事業にかかる案内の発送方法については、税務課
と連携し『非課税の方へのお知らせ』として、給付金の支給
対象と思われる方だけに限定して発送する方法もありまし
た。しかし、多様な世帯構成があることを考慮し、えびの
市では、給付を受けられる方に案内がもれなく行き届くよ
う、全世帯に発送することとしました。その後、申請者の同
意を得て、非課税等の支給条件を確認する方法を選択しま
した。
　このため、申請しても支給対象とならない方へも案内を
発送することとなり、受け取った方の中には、「支給対象で
なくても申請しなければならない」等の誤解を招き、身分
証明書や通帳のコピーを添えていただいたり、申請におい
でいただくなどのご負担をおかけしました。
　このような取り扱いによりご迷惑をおかけした皆さまに
対しまして、深くお詫びを申し上げます。
　今後は、効率的かつ効果的な業務遂行に努めてまいり
ますので、今後とも市政へのご理解とご協力を賜りますよ
うお願い申し上げます。
問  市福祉事務所 福祉係
☎35-1111（内線253、261、266）

創業希望者を支援します

　市では、平成26年1月20日に施行された産業競争力強化
法に基づき「創業支援事業計画」を策定し、国の認定を受
けました。これは、市内において創業を目指す人への支援
や創業の促進による地域経済の活性化を図ることを目的
に行うものです。
　この計画では、えびの市商工会、宮崎銀行飯野支店、鹿
児島銀行えびの支店、高鍋信用金庫加久藤支店、市が連携。
創業検討段階から創業後のフォローアップまで、市内で創
業を希望する人の支援に取り組みます。
●創業支援ワンストップ相談窓口
　創業希望者・創業者（創業から５年未満）を支援する相談

窓口です。お気軽にご相談ください。
【場所】市役所本庁 2階 観光商工課企業誘致・商工振興室
【時間】午前9時～午後5時（土・日曜、祝日を除く）
申・問  市観光商工課 企業誘致・商工振興室
☎35-1111（内線333）

シラスウナギ（うなぎの稚魚）の
採捕は許可が必要です

　12月6日から平成28
年3月19日まで、県内
各河川において、県内
における増養殖用種
苗の供給を目的とし
た、シラスウナギ（う
なぎの稚 魚）の特別
採捕が行われます。
　 シラスウナギを採
捕できるのは、漁業協同組合の組合員等で知事の許可を
受けた人です。許可を受けていない人が採捕すると、犯罪
行為として処罰されます。また、「うなぎ稚魚の取扱いに関
する条例」に基づく県の登録を受けずに、全長25㎝以下の
うなぎ稚魚の所持・売買等を行った場合も同様に処罰され
ますので、ご注意ください。
問  宮崎県農政水産部 水産政策課 漁業・資源管理室
☎0985-26-7146

ご活用ください
『配水管布設補助金』
　市では、配水管未布設区域で上水道利用を考えている
人に対して、補助を行っています。給水装置の新設を希望
する人は、ぜひ、ご活用ください。

【対象者】上水道区域内で給水装置の新設を希望する人
【対象工事】道路法（昭和27年法律第180号）に規定する道

路および法定外公共物に水道管を布設する工事
【申請受付期間】随時
【補助金の額】既設配水管の分岐点から30メートル分が基

本となります。詳しくは、水道課までお問い合わせください。
【その他】予算額に達した時点で、受付終了となります。
申・問市水道課 工務係
☎35-1111（内線293）
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真 幸まちづくり協 議 会 防 災 訓 練 の 取 材 に 行 ってきま
した 。災害 はいつ 発 生 するかわかりません 。日ごろ

の 備えがいかに重 要 か 改めて感じました 。（ 平 松 ）

日 本ジオパーク全 国 大 会 の 一 環で行わ れ た「 稲 作 ツ
アー」の 取 材 に 行 きました 。ツアー の 参 加 者 からは、

「 えび の 市 産 の お 米 を 使 った お にぎりを 食 べ ました 。も
のすごくおいしくて感 動しました 」との言 葉 がありました 。
世界ジオパークに認 定されることを願っています。（ 東 ）

人　口 19,695人（前月比 -28人）

男性／ 9,218人（ -14人）　女性／ 10,477人（ -14人）

転入／ 39人　転出／ 43人
出生／ 4人　死亡／ 28人

世帯数 8,892世帯（前月比 +9世帯）
（平成27年11月1日現在）

E
d
ito

r's

【使用資格】
・えびの市に住所（住民票）があること
・３年以内に墓碑等を設置すること

【使用料】66,000円（1区画）※使用許可時に納付
【申込方法】申込書に必要事項を記入のうえ、市民環境課

生活環境係に提出してください。
※申込者多数の場合は、抽選となります。

【募集期間】12月11日（金）まで
※募集期間を過ぎても未使用区画がある場合は、随時募
集をします。

【注意事項】申込書添付の墓地配置図で必ず現地を確認し
てください。
申・問  市民環境課 生活環境係
☎35-1111（内線285・286）

運転免許証の自主返納者を助成

　市では、高齢者の交通事故を減らすことを目的に、運
転について不安を持つ高齢者の運転免許証の自主返納を
推進しています。
　そのことに伴い、えびの地区交通安全協会と連携して、
運転免許証の自主返納に対する助成事業を実施していま
す。

【自主返納に対する助成の内容】運転経歴証明書交付手
数料（1,000円）の助成をします。
また助成とは別に、次のいずれかを交付します。

・タクシー利用券（基本料金の助成・24枚つづり・もらっ
た日から1年間利用可能）

・田の神さあ商品券（500円券×14枚＝7,000円分）
【助成対象者】えびの市内に住所を有し、現に居住してい

る人で、有効期間が残っている運転免許証の返納時に満
65歳以上の人

【手続方法】①えびの警察署交通係窓口で免許返納の手
続きを行ってください。
②えびの地区交通安全協会で、助成の交付を申請してく
ださい。申請の際は、印鑑が必要です。
※免許返納については、えびの警察署 （☎33-0110）にお
問い合わせください。
問  えびの地区交通安全協会
☎33-4874
問  市基地・防災対策課 基地・防災対策係
☎35-1111（内線318）

宮崎交通路線バスの一部区間で
運賃低廉化実証実験が行われます

　宮崎交通株式会社では、路線バス（京町～小林線の一
部区間）の運賃低廉化実証実験（運賃を安くする実験）
を行います。
　これは、宮崎交通株式会社が、宮崎県の補助を受けて、
期間限定で行うものです。京町～小林線の2枚切符（販売
価格800円）を販売し、片道400円以上かかる区間の運賃
を安くすることで、路線バスの利用者が増えるかを検証
します。

【実験期間】12月1日～平成28年2月29日
　詳しくは、宮崎交通株式会社小林バスセンターまでお
問い合わせください。
※京町～小林線は、えびの市と小林市を結ぶ重要な公共
交通機関のため、えびの市、小林市、県および国は、協調
して宮崎交通株式会社へ運行費の補助を行っています。
問  宮崎交通株式会社小林バスセンター
☎23-3123
問  市企画課 政策係
☎35-1111（内線322）
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◎ 今月の 表 紙
　 10 月2 5 日、京 町 川 内 川 河 川 敷
など で行なわ れた、真幸まちづくり
協 議 会 防 災 訓 練の 様 子。

平成28年度保育所等利用希望者は
申込をお願いします

　市内の保育所等の平成28年度4月支給認定申請および
利用申込書の受付を実施します。
　児童の保護者が次のいずれかに該当し、保育を必要と
する場合に限り、保育所等を利用することができます。　

保育を必要とする理由 入所が可能な
期間 保育時間

就労
月 120 時間以上 就労している期間 保育標準時間

月 60 時間～
120 時間未満

保育短時間

妊娠・出産
出産月を含めず、
産前 2 カ月、産後
3 カ月

保育標準時間

疾病・心身の障害を持ってい
る

療養が必要でなく
なるまで

状況によって
判断

常時、病人の看護等をしてい
る

看護が必要でなく
なるまで

状況によって
判断

災害復旧をしている 災害復旧が終了す
るまで

保育標準時間

求職活動中 3 カ月まで 保育短時間

就学、職業訓練
※卒業した場合や休退学した
ときを除く

在学期間または訓
練等を受ける期間

状況によって
判断

虐待や DV の恐れがある 市が定める期間 保育標準時間

育児休業中 ※ 状況によって
判断

その他 市が定める期間 状況によって
判断

※育児休業を理由とする保育所等の利用については、平成
28年度も引き続き入所状況等で利用調整します。
●支給認定申請および利用申込方法
　申込書一式を、受付期間内に市福祉事務所子育て支援
係まで提出してください。申込書一式は、市福祉事務所子

育て支援係、飯野・真幸出張所、市内各保育所等で取得す
ることができます。
　なお、入所理由等によっては、各自で取り寄せる必要の
ある書類があります。申込書一式に同封している『平成28
年度保育所等利用のご案内』で確認をしてください。
●支給認定申請および利用申込受付期間

【新たに利用を希望する場合】新たに保育所等の利用を希
望する人や都合の悪い人については、以下の受付期間内（12
月7日から16日以外の日）に、市福祉事務所子育て支援係
で随時受付を行います。

［受付期間］12月1日（火）～ 12月25日（金）
【在園児の場合】

受付日 受付場所 受付時間

12 月 7 日（月） 真幸認定こども園

午後 3 時～
　　午後 6 時

12 月 8 日（火） なかよし認定こども園

12 月 9 日（水） 加久藤乳児保育園

12 月 10 日（木） 上江保育園

12 月 11 日（金） 加久藤保育園

12 月 14 日（月） 和光保育園

12 月 15 日（火） 飯野保育園

12 月 16 日（水） 認定こども園ふじ幼稚園

※各保育所等の定員や入所理由によっては、希望する保育
所等への入所（兄弟姉妹入所等を含む）ができない場合が
あります。
申・問   市福祉事務所 子育て支援係
☎35-1111（内線267）

市営墓地の使用者を募集

　市では、坊ヶ島墓地の使用者を募集しています。
【募集場所】坊ヶ島墓地 未使用区画 １区画

今月の納税

国民健康保険税 第5期
後期高齢者医療保険料 第5期
11月30日（月）までに納めましょう。



発行／えびの市役所　編集／企画課情報係　宮崎県えびの市大字栗下1292番地

☎0984‒35‒1111　URL  http://www.city.ebino.lg.jp/
平成27年11月20日発行

広報

◀

11

霜

ぐ
ん
と
冷
え
込
ん
だ
朝
、
え
び
の

高
原
に
は
真
っ
白
に
霜
が
降
り

て
い
ま
す
。ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
の
葉
一

枚
一
枚
に
び
っ
し
り
と
霜
が
付
い
て

い
る
様
子
は
、
ま
る
で
砂
糖
菓
子
の
よ

う
で
す
。タ
ン
ナ
サ
ワ
フ
タ
ギ
の
葉
は
、

霜
を
ま
と
っ
て
、
は
ら
は
ら
と
散
っ
て

い
き
ま
す
。

　

霜
は
空
気
中
の
水
蒸
気
が
、
０
度
以

下
に
冷
え
込
ん
だ
地
面
や
植
物
な
ど
の

表
面
に
触
れ
て
昇
華
し
、
氷
の
結
晶
と

な
り
付
着
し
て
で
き
ま
す
。最
低
気
温

が
4
度
以
下
で
、
風
が
弱
く
晴
れ
た
日

の
朝
な
ど
に
は
霜
が
降
り
や
す
く
、
え

び
の
高
原
で
は
例
年
10
月
中
旬
ご
ろ
に

初
霜
が
降
り
ま
す
。車
の
フ
ロ
ン
ト
ガ

ラ
ス
が
真
っ
白
く
霜
で
覆
わ
れ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

足
元
に
は
霜
柱
も
で
き
ま
す
。霜
柱

は
、
地
面
の
中
の
水
分
が
地
表
で
凍
っ

て
で
き
ま
す
。地
表
の
水
分
が
凍
り
つ

く
と
、
地
中
の
水
分
が
吸
い
上
げ
ら
れ
、

柱
状
に
成
長
し
、
長
い
も
の
で
は
高
さ

が
10
㎝
程
に
な
り
ま
す
。子
ど
も
た
ち

が
楽
し
そ
う
に
サ
ク
サ
ク
と
踏
ん
で
歩

い
て
い
る
姿
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。

◀

（
文
／
え
び
の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
）

写真：霜がかかったミヤマキリシマ（撮影：平成19年11月13日）

ミヤマキリシマの葉一枚一枚にびっしりと霜が付いて
いる様子は、まるで砂糖菓子のようです。


